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明治 29年４月 1日
昭和９年１月 1日
昭和 14年４月１日
昭和 17年７月１日
昭和 24年４月１日
昭和 26年６月１日

昭和 27年４月１日
昭和 27年６月１日
昭和 28年６月 1日
昭和 29年８月 1日
昭和 29年８月 10日
昭和 29年９月 25日

昭和 29年 10月１日
昭和 29年 11月１日
昭和 30年４月１日
昭和 32年４月１日
平成 19年３月 31日

■ 凡 例

宇都宮市域の変遷
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凡　　例

・本書は、通史編（Ⅰ世界と日本の水道・下水道の歴史、Ⅱ宇都宮の水道の歴史〈第 1章～第 7章〉、Ⅲ宇都宮の下

水道の歴史〈第 1章～第 6章〉、Ⅳ新たな 100 年に向けて）、写真編、資料編の 3部で構成されている。

・通史編Ⅰでは、序論として世界と日本の水道・下水道の歴史について概観した。Ⅱでは、宇都宮への水道布設の機

運が高まった明治期から平成 23 年に発生した東日本大震災を契機とした災害対策までを記述した。Ⅲでは、昭和

30 年代にはじまった当市下水道事業以前の歴史と下水処理がはじまった昭和 40 年から平成 28 年度までの下水道事

業に関する歴史を記述した。Ⅳでは、当市上下水道局の経営理念と経営の柱である『上下水道基本計画』を中心に、

これからの当市上下水道事業の展望について記述した。

・資料編として、当市上下水道事業における関連資料および年表を掲載した。

・本書の用字・用語は、特定の術語、固有名詞のほかは、原則として新字体および現代かなづかいを使用した。引用

文については、「」またはゴシック体（新聞からの引用のみ）にして表すとともに、引用文献等については引用文末

に（）で明記した。

・法令、規則、資料等は原典どおりとするが、読みやすさ等を考慮して、難解な漢字については一部ルビをふったも

のがある。

・数字はアラビア数字を用い、億、万の単位語を用いた。

・平成 28 年 12 月現在までの宇都宮市については「当市」と記述している。ただし、明治期から昭和 30 年 4 月（いわ

ゆる「昭和の大合併」）までは、現在の宇都宮市全域を指している訳ではなく、これと区別するため、文脈に応じて

「宇都宮」あるいは「市当局」などと記述している。

・図表中、管渠の形状について使用した「φ」は鋳鉄管を意味する。

・暦年表示は和暦を用い、各章初出では和暦とともに西暦を併記した。（例：平成 28（2016）年）

・度量衡はメートル法を基本とし、尺貫法を用いた場合は換算値を付記した。ただし、資料引用部分についてはその

まま記述した。また尺貫法以外の単位は原則として単位記号を用いた。（例：キロメートル=㎞、ヘクタール=ha）

・人名は敬称を省略した。

・本書に掲げる図表については、章ごとに通番を付した。

・引用している資料には、今日からすると社会的差別にかかわる表現があるが、記述された時代および原典資料の歴

史性を考慮して、そのままとした。


